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トピックス 4　下水道事業における温室効果ガス削減の取り組み効果
　2008 年 4 月、東京都下水道局は、温室効果ガス排出量を計画的に削減する取り組み「アースプラン
2004」の進捗状況を報告した。2006 年度の排出量実績は 91.6 万 t-CO2/ 年、2009 年度の見込みでは
91.3 万 t-CO2/ 年であり、2009 年度までに 1990 年度比で 6% 以上削減という数値的目標を達成可能で








より、2006 年度の実績が 91.6 万 t-CO2/ 年、2009















1990 年度比で 6% 以上削減（101.7 万 t-CO2/ 年か
ら 95.6 万 t-CO2/ 年以下）することを数値的目標と
した（図表 1）。図表 2 に示す新技術導入により、
この目標は達成できる見込みである。
　アースプランの取り組み（図表 2）のうち、N2O
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図表 1　東京都下水道局における温室効果ガス排出量推移
図表 2　アースプランの取り組み一覧
策定のポイント 削減計画 主な施策
水処理により発生する
温室効果ガスの削減
水処理工程で消費
する電力量の削減
微細気泡散気装置の導入
省電力型攪拌機の導入
汚泥処理工程で発生
する N2O の削減
汚泥の高温焼却
汚泥の炭化
維持管理の工夫
省エネルギー型機器・器具
の導入
夜間電力を活用した設備の
運転
温室効果ガスの排出が
少ない資源・エネルギ
ーへの転換
再生可能エネルギー
の活用
下水熱・汚泥焼却廃熱に
よる熱供給・発電
小水力発電
バイオマス発電
風力発電（導入検討）
新電源の導入 NaS 電池の設置
燃料転換の推進 原油から都市ガスへの転換
関係機関等との連携
まちづくりとの連携
再生水の供給
環境用水の供給
ヒートアイランド対策
民間活力の導入 PFI 事業の導入
新技術の開発・導入 民間との共同研究
新たな制度の活用
グリーン電力制度
国内排出量取引制度
